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Ⅰ．はじめに
　本稿では、20 世紀を生きた 3 人のアジア系移民— Tung Pok Chin、Mary 
Paik Lee、Carlos Bulosan —の自伝 / 自伝的作品を取り上げ、主として歴史的、
社会的観点から、そこに描かれた彼らの苦闘について考察する。この 3 作品
に共通している重要な点は、それぞれアジア系労働移民の視点から、祖国と
渡米後の生活の両面を自らの体験に基づいて描き、それまで歴史の表舞台に
ほとんど登場することのなかったペーパー・サンたち、20 世紀初期に移住
した比較的少数の韓国系移民の女性、初期のフィリピン系移民に光を当てた
ことである。
Ⅱ．中国人排斥法とペーパー・サンのシステム
　アジアから大勢の移民がアメリカへ渡るようになったのは、19 世紀半ば
に、ゴールド・ラッシュの影響と大陸横断鉄道建設のために中国人たちが
渡ったことがきっかけだが、鉄道完成後に仕事を失った 1 万もの中国人（Chan 
32）が他の仕事につくようになると、安い賃金で働く彼らに対する白人労働
者の反感から、いたるところで中国人排斥運動が起こり、中国人狩り、虐
殺、暴行が繰り返された。そしてついに、1882 年に、中国人労働者の入国
を禁止する中国人排斥法が制定されたのである。以下は、チンの Paper Son
の Prologue からの引用である。
Toward the end of the nineteenth century, United States laws did not extend 
immigration privileges to Chinese people. The Chinese Exclusion Act of 
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1882 barred the immigration of Chinese laborers for the next ten years, and 
in the ensuing years a series of acts severely limited Chinese immigration 
and naturalization. （1）
チンはこのようにプロローグでまず、中国人排斥法に言及した後、ペーパ ・ー
サンのシステムについて説明していく。
During the time that Chinese were excluded, immigrants entered the United 
States by purchasing a “paper” designating them as the sons or daughters of 
Chinese Americans. The first Chinese Americans were probably the children 
of the 1850s Chinese railroad workers out west, but no one knows for sure. 
When this first generation of American-born Chinese later visited China, 
they married, returned to the United States, and in due time reported that they 
had left children behind in the motherland. The United States government 
would issue a paper allowing these “children” to immigrate, though whether 
or not they ever existed is another story. For the owners of these papers sold 
them to agents in the Chinese black market, who in turn sold them to people 
seeking to come to America as the children of natives. Each paper cost $100 
U.S. for each year of the child’s age, payable before departure, or, more 
commonly, to be worked off upon arrival.     （1）
　チンが指摘するとおり、法律で排斥されていたにもかかわらず、中国人た
ちは合衆国入国を簡単にはあきらめず、ペーパー・サンとして、つまり、偽
の書類によってアメリカ市民の息子、あるいはアメリカ生まれの市民になり
すまして、アメリカ入国を果したわけである。このシステムについて説明し
た後、チンは、1934 年、19 歳のときに自らペーパー・サンとしてボストン
に到着し、移民局で 3 日間の尋問を受けた後、入国を許可された経緯を述べ
ている。
　チンが、プロローグで、中国人排斥法とペーパー・サンのシステムについ
て述べたのは、両者がいかに深く関わりあっているか、をまず読者に理解し
てもらう必要があったからだと考えられるが、読者は彼のあまりの率直さに
面食らうかもしれない。Paper Son の「序論」を書いた K. Scott Wong も、「つ
ねに彼や仲間の中国人を歓迎したわけではないアメリカにおける自分の人生
について回想する」チンのあまりの率直さと意志に衝撃を受けている （xi）。
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ウォンはさらに、「何十年もの間施行されてきた排斥法と米中の緊張関係に
よって、中国系移民は虚偽のアイデンティティを身にまとい、架空の家族を
作り上げざるをえなかった」（xi）とし、中国系移民がペーパー・サンのシス
テムを編み出し、それを維持することになった直接の原因がアメリカの排斥
法と米中の緊張関係であることを指摘している。そして、チンの作品が重要
なのは、一人の中国系移民の豊かで興味深い人生を記録しているだけでなく、
「排斥時代に暗闇の中で生きた何千人ものペーパー・サンたちに声を与えた」
（xix）からだと主張している。
Ⅲ．日本による韓国の侵略とハワイ移民
　メアリー・パイク・リーの自伝 Quiet Odyssey もまた、歴史的事実の記述
から始まっている。1882 年までは、韓国は何世紀もの間独立を保ってきた
のだが、1882 年から 1905 年の間に、韓国は多くの有力な国家と外交関係を
結んだ。1882 年には、合衆国と友好通商条約を結んでいるが、それは、当
時韓国を脅かしていた日本の勢力に対抗するためでもあった。以下は Quiet 
Odyssey の第 1 章からの引用である。
In 1904 Japan requested the cooperation of Korea in its war with Russia. 
Japan asked permission for its soldiers to pass through the Korean peninsula 
and made a solemn promise to guarantee Korea’s independence and to 
withdraw Japanese soldiers after the war was over. Korea, relying upon the 
word of Japan, allowed the soldiers on its territory, thus contributing to the 
latter’s victory over Russia. But at the conclusion of the Russo-Japanese 
War, instead of removing its troops as promised, Japan took advantage of the 
situation and started to take over Korea.     （3）
　これ以後、日本は韓国の内政・外交権を次第に掌握した末、1910 年には
韓国併合条約により韓国を領有するが、これは、韓国の人々からすれば、日
本による長い侵略の歴史の始まりを意味した。リーが、彼女の自伝の冒頭で
このことに言及したのは、まさに日本による侵略こそが、彼女の家族が渡米
を余儀なくされた直接の原因であるからだといえる。
　Sucheng Chan の｢序論｣によれば、1902 年 12 月から 1905 年 5 月にかけて、
7000 人以上の韓国人がハワイのサトウキビ農園に雇われている。当時、ハ
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ワイ砂糖労働者組合（Hawaiian Sugar Planters Association / HSPA）の代表者た
ちが、韓国人たちを雇うことに興味を示したのは、全労働力の 3 分の 2 を占
めていた日系人労働者が、戦闘的になり、ストに従事するようになったので、
彼らの｢労働独占｣状況を相殺するために、他のエスニック・グループを導
入したいと考えたからだ （XL）。
　ちなみに、アジア系アメリカ人の歴史において顕著なのは、一つのエスニッ
ク・グループが労働力として歓迎され、アメリカに移住し人口が増えてくると、
今度は迫害され排斥されるようになり、中国系のように法律で移民が禁止に
なることもあったことだ。すると、今度は日本人移民が歓迎されるわけだが、
今みたように、人口が増え少しずつ定着してくると、日本人移民もまた規制
されることになり、1907 年には紳士協定が結ばれ、やがて 1924 年の排日移
民法が制定される。そして、またも安価な労働力として、今度は韓国人やフィ
リピン人が歓迎されるようになる。このように、アジア系移民の歴史とは、
まさに、一つのエスニック・グループから別のグループへと、次から次へと、
受け入れと排斥を繰り返していくことに他ならなかったのである。2
　一方、長老派の宣教師でもあったアメリカ大使 Horace N. Allen が、ソウル
に戻って、高宗皇帝に移民の話をもちかけると、その前年、朝鮮半島北部で
起きた旱魃に対する解決策として、さらに、日本人が歓迎されないときに、
アメリカ人の雇用主が韓国人を雇いたいと望んでいることは、韓国に国際的
な威信を与えることになるかもしれないというアレンの主張に動かされ、皇
帝はハワイ移民に同意した （XLI）。
　しかし、当初、雇用に応じる韓国人はほとんどいなかった。インチョン （韓
国北西部、ソウルの外港） のメソジスト派牧師 George Herber Jones が、キリ
スト教の地であるハワイの方が、キリスト教徒としてより楽しい生活が送れ
ると、教会の信徒たちを説得してはじめて移民に応じる者がでたといわれる。
同様な宣教師たちの勧めによって、多くのキリスト教改宗者たちがハワイへ
行った。実に、移民の 40 ％がキリスト教改宗者であった （XLI）。
　中国系や日系移民が比較的限られた地域からアメリカへ渡ったのと異な
り、韓国系の移民には様々な地域の出身者がいた。とくにインチョン（仁山）、
モクポ（木浦）、マサン（馬山）、ウォンサン（元山）、チナンポなどの港湾都市や、
ソウルやピョンヤンなどの大都市から渡米するものが多かったようだ。彼ら
のほとんどが、労働者、元軍人、職人、小作人、失業者だったということだが、
なかには学生や専門職の者もいた。リーの父親は後者の一人で、牧師になる
ための勉強をし、これから聖職につくというときに渡米を余儀なくされたの
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である。チャンによれば、リーの家族が渡米したのは、政治的な理由からだっ
た。日露戦争の終わりごろ、日本人が、近所の他の家とともに、兵隊の宿舎
としてパイク家の家を徴用したのである。将来に対する不安から、パイク家
の人々は、少なくとも分家の一つが確実に生き残れるように、家族の何名か
を出て行かせることにした。そこで、息子の一人、Paik Sin Koo、つまりリー
の父親とその妻子が渡米することになったのである （XLII）。
　当時 5 歳だったリーは、日本兵が自宅にやってきたときのことを以下のよ
うに記している。
One afternoon in 1905, as I was waiting on the front steps for Grandfather, 
I saw two men attired in strange-looking clothes walking towards our 
house. As they stopped at our gate, I ran into the house to call Grandmother. 
She came out to meet them. After a few minutes she returned, looking 
very serious, and said that we had to move out right away. . . . It turned 
out that the two strange men were Japanese officers, and they wanted 
everyone to move out so they could use our home to house their soldiers. 
As Grandmother told about the Japanese soldiers, my family sat in stunned 
silence. . . . The only choice was to leave that night or to stay and live with 
the soldiers in our home, which no one wanted to do.     （6）
　その晩のことについてのリーの記憶はあいまいだが、数日後、家族は一番
近くの港湾都市であったインチョンに行った。たまたま、港にハワイ行きの
2 隻の船が停泊していて、砂糖きび農園で働く労働者を求めていた。船賃は
ただで、1 年契約だった。1 年後はどこへでも行きたいところへいけるとい
う条件だったので、父親はサインをし、1905 年の 5 月には、彼らはハワイ
に到着していた。
　祖父母をはじめ、パイク家の家族のほかの者たちは、そのまま韓国に留まっ
た。リーの祖父は、教師であり、自分の妻である祖母に読み書きを教え、当
時ほとんどの女性には手の届かなかった様々な知識を与えたということだ。
祖母は、今度は義理の娘であるリーの母親に読み書きを教えたのみならず、
家族全員がキリスト教に改宗した後は、ともに聖書の勉強をしようと、周囲
の女性たちにも読み書きを教えた。さらに、男性たちからの批判や反対にも
かかわらず、ピョンヤンで最初の女学校をはじめたのもリーの祖母だった。
一方、リーのおじはピョンヤン高校の校長であった。
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　韓国を発つとき、まだ幼かったリーは祖母にも一緒に来て欲しいと懇願し
たのだが、祖母は、自分の教えている女子学生たちをおいて行くわけにはい
かないと言ったそうである。校長であるおじもまた、自分の生徒たちに対し
て同じ考えを持っていた。リーの父親も本当は気が進まなかったのだが、祖
父母に説得され、やむをえず渡米することになったようである。
Ⅳ．アメリカ統治下のフィリピンと移民
　フィリピンもまた、何世紀にも及んで植民地として支配されてきた国で
あった。1565 年以来、スペインによる圧制と搾取に苦しんできたフィリピ
ンは、米西戦争（1898 年）後に、アメリカの助けを借りて一時独立を達成し
たが、今度は、パリ条約でスペインからフィリピンの支配権を委譲されたア
メリカに統合されることになる。独立を守ろうとしたフィリピンとアメリカ
間の激しい戦いによって、大量の犠牲を出したフィリピン側はついにアメリ
カに全面降伏することとなり、その統治下に入った（河原崎　46）。
　アメリカへの移民が本格化するのは、20 世紀に入ってからだが、まず、
アメリカによるフィリピン同化政策の一環として、数百名の若い知識層が政
府給費留学生（Pensionados Act, 1903 年）として、アメリカの大学に留学する
（河原崎　48）。続いて、1906 年からは、フィリピン労働者のハワイへの移
民が始まるが、1907 年に日米間に紳士協定が結ばれ、日本からの移民が制
限されると、ハワイの雇用主たちはまず韓国に目を向けた。ところが、韓国
からのハワイへの移民は、1905 年に突然中止される。チャンによれば、こ
れには二つの理由がある。一つは、メキシコへ行った韓国人労働者がひどい
扱いを受けたという知らせが入ってきたので、韓国政府はメキシコだけでな
くハワイへの移民も中止したということ、もう一つは、日本から移民局を閉
鎖するよう韓国に圧力がかかったためで、それは、砂糖きび農園の所有者が
日系人労働者のストに対抗するために、韓国人をスト破りとして使ったから
である（XLII）。したがって、韓国から十分な労働者を得られなかったハワ
イの雇用主たちは、今度は安価な労働力をフィリピンに求めるようになった
のである。ちなみに、プエルトリコにも目を向けたが、十分な労働力は得ら
れなかったという。（Mangiafico 32）　20 世紀初頭には、アジアからの移民に
対してきびしい法的規制が次々と課せられたが、アメリカの統治下にあった
フィリピン人は法的にはアメリカ市民（US Nationals）であったので、そうし
た法律が適用されず、アジア人であるにもかかわらず、アメリカ入国が可能
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だったのである。1920 年代からは、カリフォルニアをはじめアメリカ本土
への移民も増えている。（河原崎　48）
　1930 年に 16 歳でシアトルにわたったブロサンもまた、そうした労働移民
の一人だった。彼の America Is in the Heart は、チンやリーの自伝とは異なり、
彼らの人生に大きな影響を与えた重大な歴史的事実ではなく、フィリピンに
おける語り手ブロサンの幼少期の描写から始まっている。以下にその冒頭部
を引用する。
I was the first to see him coming slowly through the tall grass in the dry 
bottom of the river. He walked with measured steps and when he reached 
the spreading mango tree that separated our land from my grandfather’s, he 
put his bundle on the ground and sat on it, looking toward our house with 
the anxiety of a man who had been away from home for a long time. He was 
as yet unrecognizable in the early morning light, but it was evident from the 
way he walked that he had come a long distance. Apparently he was not a 
stranger in our barrio or village, for he seemed to know where he was going 
and to be unhurried.     （Bulosan 3）
　Elain H. Kim も指摘するとおり、ブロサンが「まず第一に小説家」（48）だと
いうことは、こうした情景描写のなかにもうかがえる。しかし、この作品が
単なる小説でないことは、彼が当時のフィリピンの状況を伝えようと、歴史
的、社会的事実を書き込んでいることからもわかる。
　ブロサンは、「アメリカかぶれの若い世代」が、貧しい小作農が地主のため
に身を粉にして働いている田舎でも、時代の風潮に流されて、伝統に反抗す
るようになり、新しい国へと冒険を求めて旅立っていったことを述べている。
それは、アメリカへ移住した彼自身のその後を暗示させる記述のようにも見
えるが、ブロサン自身は常に貧しい人々や弱者の側に立ってものごとを見て
いた。貧しい農民であった語り手の父親が、「封建的植民地体制」（Kim 44）の
なかで、一人の息子に教育を授けようとして、土地をかたに借金をし、期日
までに返済できずに土地を押収され、教会と不在地主によって搾取されてい
く様を描くとき、そこには貧しい祖国の人々に対する切ないほどの愛情と、
彼らを襲った悲劇の意味を鋭く認識し、自らの人生に目覚めていくブロサン
の姿がうかがえる。
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Ⅴ．貧困・苦闘・教育
　（1）  チンの場合
　祖国での貧困は、中国系移民のチンも経験したことだった。チンは広東州
の非常に貧しい村の出身で、村の男たちが 金
ゴールド・マウンテン
山 へ出稼ぎに行くことは決
して珍しいことではなかった。彼自身も、やはりペーパー・サンとしてすで
に 金
ゴールド・マウンテン
山 に行っていた育ての父親からの情報で、あるエージェントから書
類を得ることができたのである。その書類だけで 2,000 ドルかかったという
ことだが、チンはそれをクレジットで購入している。しかし、書類さえあれ
ばすんなりと合衆国に入国できたわけではなく、当時、とくに中国人に対し
ては非常に厳しい入国審査が課されていた。Genny Lim の『ペーパー・エン
ジェルズ』（Paper Angels, 1978）には、エンジェル島の移民拘留所に 3 年以上
も拘留された者も描かれている。それに対し、チンの入国審査はわずか 3 日
間で済んでいる。彼に対しても徹底的な審査が行われたのだが、彼は書類上
の「父」に関するすべての質問に答えることができたと語っている。とはいえ、
多額の借金を抱えてスタートしたアメリカでの洗濯業者としての仕事は決し
て楽ではなく、ときには仲間の中国人に搾取されたり、騙されたりすること
もあったという。しかし、非常に勉強熱心であったチンは幸運にもニューヨー
ク大学のラルフ・E・ピケット博士（Dr. Ralph E. Pickett）と知り合い、英語の
独習をサポートしてもらうことができた。そして、1939 年には、ニューヨー
クのチャイナタウンの教会で説教の通訳をするまでにいたったのである。
　Paper Son の第 2 章では、日米間に太平洋戦争勃発後、チンがアメリカ海
軍に入隊した時のことから、戦後中国共産党政権誕生のために FBI からたび
たび訪問を受けるにいたるまでの経緯が描かれている。チンは、ニューヨー
クの中国系移民の中で最初の海軍志願者であり、全国版の中国系新聞に掲載
された彼の宣誓式の写真は、マイノリティの志願者を増やすためのいい宣伝
にもなったという。一方、海軍ではアジア系も含めて有色人種は食事係以外
には配属されなかった等、差別的な待遇を受けたことも明らかにしている。
第二次大戦後、無一文となったチンは、ニューヨークで洗濯業の手伝いをし
ながら再出発した。教会の通訳の役目も再開し、時間のあるときには詩を書
いて、China Daily News に投稿したりもした。中国に残してきた妻に裏切ら
れ離婚したあと、香港出身のマック・ティン・フォン（Mak Ting Fong）と再
婚したのもこの頃である。妻を連れてアメリカへ戻り、新たに息子と娘にも
恵まれたチンは、ようやく家族という生活の基盤を手に入れることができた
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のである。しかし、戦後のマッカーシズムの時代には、中国共産党を支持す
る中国系移民や不法移民をとらえようとする FBI から執拗に訪問を受けるよ
うになる。ちょうどその時期、第二次大戦後から 1970 年にかけての時期は、
いわゆる「告白の時代」でもあった。チンはこの件に関しては、次のように
述べている。
It is commonly said among us Chinese here in the United States that before 
World War II about 99 percent of all Chinese immigrants were paper sons. 
For this reason most Chinese GIs were not permitted to bring their families, 
brothers, or sisters, to settle here. If they wished to do so, they first had to 
make confession before the immigration officials so as to change their status. 
By confessing their true names, ages, and personal data, they would live 
legitimately as permanent residents, with eligibility for naturalization after 
the then required five-year residency period.      （Chin 52）
　ただし、チン自身は、移民局の役人の前で告白することはなかった。それ
は、彼が、幼い頃、中国で誘拐されライ家に売られたために、自分の本名
も生年月日も知らないという特殊な事情によるところが大きい。また、妻の
弟の B7 のエピソードでは、彼が実名を告白すると、同じくペーパー・サン
である「親戚」や周囲の者の生活を壊してしまう可能性があったために、告
白しないよう説得したことなども述べられている。これについては、アメリ
カの不法移民の問題を歴史学の観点から考察した Mae M. Ngai の Impossible 
Subjects の中に、実例があげられている。とくに、「1960 年代初期は、移民局
と FBI に目をつけられていた左翼の活動家たちの虚偽の身分が他の者たちの
告白によって明らかになった場合は、国外追放や刑事処分の対象になった」
（221-22）といわれている。一方、移民局の役人や FBI 捜査官が令状もなしに
中国系移民の洗濯屋やレストランにやって来て尋問をしたり、店の中をひっ
くり返したり例も少なくなかったようだが、結局、こうした移民局や FBI
の調査は「虚偽の書類に関する法的な懸念よりむしろ、コミュニズムに対す
る恐怖に基づいていた」（53）のだとチンは主張している。やがて、Chinese 
Daily News に投稿していたことから、チン自身も FBI の訪問を受け、尋問さ
れるようになる。ライ・ビン・チャンの筆名で新聞に掲載された詩のスクラッ
プブックを燃やしながら、自分のライフワークが灰になるのを見て、チンは
涙ぐまざるをえなかった。また、チン自身は決してコミュニストではなかっ
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たと語りながらも、中国共産党政権を必ずしも否定できない自らの複雑な心
境をも語っている。
　続く第 3 章は、チンが引き続き FBI に悩まされる「パラノイア」というセク
ションから始まり、再び彼が自由の身となり自伝の執筆を決意するまでのい
きさつが描かれている。チンは、コミュニズムの方がよりよい生き方だと認
めたがゆえに国外追放となったペーパー・サンとその家族の例を数多く知っ
ていたので、FBI と対決したときに、自分はコミュニストではなく、アメリ
カ政府を転覆させようと思ったこともないということを強く主張した。そし
て、彼らの言いがかりがいかに不当かを訴えた。その後も、何度か訪問を受
けたが、チンはついに FBI を断念させることに成功し、自由を勝ち得ること
ができたのである。それまでさまざまな苦難をしのばなければならなかった
が、チンにとってアメリカはもう彼の「家」（87）であり、中国へ送還される
わけにはいかなかったのである。1959 年からは、チンは、再び詩やエッセー
を発表し始めた。アメリカ人になる努力をする一方で、チンは中国の伝統
を維持することの大切さも心得ていたのである。「私たちはアメリカ人だが、
つねに中国系アメリカ人なのである」（137）と彼は語っている。
　（2）  Lee の場合
　チンと異なり、リーの家族は、韓国では、教師や牧師といった社会的に尊
敬される職業についていたのだが、最初に到着したハワイでは、草ぶきの小
屋に住んで、地面に眠り、バナナを買う余裕もないほど貧しい生活を余儀な
くされた。父親はよりよい生活を求めて、あちこちの友人に手紙を書いてい
たのだが、カリフォルニアのリバーサイドに住んでいた友人からいい返事を
もらい、契約が 1 年できれると、アメリカ本土へ移住することにした。
　しかし、アメリカ本土での生活も決して楽ではなく、リーの家族は何とか
生活できる場所を求めて何度も引越しを繰り返すことになる。それはさらに、
度重なる差別との闘いの始まりでもあった。
We landed in San Francisco on December 3, 1906. As we walked down the 
gangplank, a group of young white men were standing around, waiting to see 
what kind of creatures were disembarking. We must have been a very queer-
looking group. They laughed at us and spit in our faces; one man kicked 
up Mother’s skirt and called us names we couldn’ t understand. Of course, 
their actions and attitudes left no doubt about their feelings toward us. I was 
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so upset. I asked Father why we had come to a place where we were not 
wanted.     （Lee 12）
　「どうして自分たちが必要とされない場所にわざわざ来たのか」というリー
の問いに対する父親の答えは、牧師にふさわしいキリスト教的なものだった。
かつて、宣教師が韓国にやってきたとき、子どもたちは彼らのことを｢白い
悪魔｣と呼んで石をなげつけた。つまり、新しいものや見慣れないものは、
最初、恐怖を呼び起こすために、しばしば、あざけりや暴力の対象となるの
だが、宣教師たちはただ頭をたれて、自分たちの苦しみには注意を払わなかっ
た。そして、自分たちの行いやよい仕事をすることで、彼らが、自分たちを
笑った者たちと同じかそれ以上だということを示したのである。父は、これ
こそ、つまり、勤勉に励み、自分たちが彼らと同じくらい善良だということ
を示すことこそ、アメリカで自分たちがやらなければならないことなのだと
言ったという。リーは、決してこの教えを忘れることはなかったと語ってい
るが、この後もたびたび父のキリスト教的な教えに助けられることになる。
　また、リーは、幼い頃から家族を支えるために、たびたび働きながら学校
へ通うこともしている。家族がカリフォルニアの北部のコルサという町に
引っ越したとき、「東洋人」に対する悪感情のために、父は職を見つけられず、
子どもたちも思うように洗濯物を集められないことがあり、家族は深刻な食
糧不足に陥った。そんなとき、わずか 11 歳のリーは、学校の教師に、家事
の手伝いを必要としている家はないかとたずねて、校長の妻に雇われること
になる。わずか週 1 ドルの給金をもらうために、彼女は、週日は、授業の前
と後、そして土日は丸一日働いた。それは、11 歳の少女にとっては、想像
を絶するほどきつい仕事だったが、1 ドルあれば、家族のために 5 セントの
パンが 20 個買えるという思いから、必死で働いたのである。
　その後も、彼女はスクールガールとして、住み込みで仕事をしながらホリ
スターの高校へ通ったりもしている。当時の東洋人に対する感情は、敵意と
残酷さに満ちたもので、“For Whites Only”のサインがいたるところにあった
といわれるが、そんな中でも、彼女を助けてくれるような｢親切で勇敢な｣
白人にも出会えたことが、せめてもの救いだったようだ。
　両親の勧めもあって、自宅からウィロウズの高校へ通うことになったと
き、クラスで唯一の東洋人であった彼女に話しかけてくれたのは、Margaret 
Finch という少女一人だけだったが、そのマーガレットがあるとき、リーを
自分の教会に誘ってくれる。ところが、リーが弟たちとその教会に行ってみ
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ると、案の定、牧師からひどいののしりの言葉をあびせられたのである。
As we neared the church, we saw a man standing in the doorway. As we 
were walking up the steps, he placed his arm across the door and said, “I 
don’ t want dirty Japs in my church.” My reply was, “Would it make any 
difference if I told you we are not Japanese but Korean?” He said, “What the 
hell’s the difference? You all look alike to me.”     （Lee 54）
　このことをマーガレットに伝えると、彼女は上位裁判所の判事である父親
フィンチ氏に訴えた。すると、彼はリーに会ってくれ、次の日曜日には教会
へ行けば歓迎されるだろうと言ってくれた。翌週、牧師がうってかわってリー
を歓迎したことは言うまでもない。しかし、リーが直面した差別はこれだけ
ではなく、教師たちもあからさまに差別をすることがあった。たとえば、非
白人の生徒に白人の生徒より下の成績を与えることなども、当時ごく普通に
行われていたようだ。ある歴史の男性教師などは、アジアの説明をするとき
に、リーをからかうように見ながら、中国と日本を “stinking Chinks”と “dirty 
Japs” の国だと言い、「韓国はジャップに文明化された野蛮な国」（56）だと説
明したので、リーは激怒し、授業後に直接談判したところ、その教師はその
後アジアの頁はとばすようになったということである。
　日本に韓国が侵略されていることを絶えず憂慮していたリーが、たびたび
日本人に間違えられて差別を受けることは、非常に皮肉なことだと思えるが、
第二次世界大戦の勃発によって近所の日系人たちが強制収容所に連れ去られ
たときは、夫とともに、彼らに頼まれ彼らの土地と家屋をできるだけ守って
やったりもしている。リーは、「差別 と名づけた終わりに近い章 （13 章）で、
次のように述べている。
Our black friends, who had lived here longer, were in the same situation as 
Orientals. They spoke English, but that did not help them in their struggle 
for a better life. My black girl friend cried as she related all the hardships 
of her people. “Why did God make me black to be hated and ignored by 
white people?” she asked. She told me I was lucky not to be black. I replied 
that her color did not seem to be the problem, that we were all in the same 
situation. The Mexican people were here first, but they were in the same 
hopeless state. Due to our mutual problems, all minorities felt a sympathetic 
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bond with one another. . . . The first generation laid the foundation for the 
future by teaching their children to be honest — never to steal or do anything 
that might cause ill feeling towards our people. We felt that was the only way 
we could prove to Americans that we are also human beings.      （Lee 103）
　リーは、アジア系移民をとりまく環境が少しずつ改善されていることは認
めているが、それでも時折過去を思い出させるような出来事が起こっている
ことを指摘している。夫を看取り、長男のヘンリーを事故で失った後、リー
は 2 年ほど魂の抜け殻のようになってしまうが、回復すると持ち前の英語力
と韓国語の知識を生かして、韓国からの新移民たちのために通訳を頼まれ、
85 歳になるまでその仕事を続けた。新移民には、高学歴の、高い地位の者
たちが多く、アメリカの生活もすっかり変ってしまったので、彼らは、過去
の世代が経験した苦労を理解できないとリーは語る。
　だからこそ、最後まで苦労のし通しだったにもかかわらず、キリスト教の
信仰に支えられ、かぎりない努力と愛を示してくれ、子どもたちに韓国語と
韓国の歴史を伝え続けた、第一世代のことを、感謝をこめて書き残しておき
たかったのだろう。  
　（3）  ブロサンの場合
　ブロサンがフィリピンの貧しい農民の側に立っていたことは、すでに述
べた通りである。しかし、チンやリーの自伝とは異なり、America Is in the 
Heart はブロサン個人の生涯を忠実に描いたものではない。エレイン・キム
によれば、この作品は、「カリフォルニアのフィリピン系アメリカ人全般の
生活を描いたもの」（47）だった。しかし、ブロサンが自己を拡大し、同胞の
人生や心もその中に取り込んで語り手ブロサンを作り上げたのだとすれば、
それは、フィリピン系移民の｢合成像｣となり、作品は、フィリピン系移民
の体験をまとめあげた「社会的ドキュメント」（48）になりえるのかもしれな
い。
　アメリカの夢を追い求めて語り手ブロサンがたどり着いたシアトルは、彼
を別の形の貧困へと導く入口に過ぎなかった。フィリピン系のホテルにたど
り着いてほっとしたのもつかの間、同胞からいきなり金やスーツケースをだ
まし取られ、一人 5 ドルでアラスカの缶詰工場に売り飛ばされるありさまで
ある。再びシアトルに戻って会社から給料をもらえば、下宿代や寝具や何や
かやでほとんど天引きされ、後に残ったのはわずか 13 ドルだった。他の労
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   69 2014/03/05   19:58:05
70
働者たちは、そのわずかな稼ぎを中国系の賭博場や酒や売春婦やダンス・ホー
ルで使い果たしてしまった。それでも、ブロサンは、彼が信じるアメリカへ
の扉を探そうとする。
I was already in America, and I felt good and safe. I did not understand why. 
The gamblers, prostitutes and Chinese opium smokers did not excite me, 
but they aroused in me a feeling of flight. I knew that I must run away from 
them, but it was not that I was afraid of contamination. I wanted to see other 
aspects of American life, for surely these destitute and vicious people were 
merely a small part of it. Where would I begin this pilgrimage, this search 
for a door into America?     （Bulosan 104）
　しかし、殺人事件、リンチ、強姦、暴行を目撃し、貧困と恐怖のなかで、
自らも窃盗やいかさま賭博にかかわり、仲間と同じ希望のない生活に陥って
いく。そして、やがて「カリフォルニアではフィリピン人であるということ
が罪なのだ」（121）という絶望的な認識にたどりつくのである。何の理由も
なく警官になぐられ、労働組合に反対する白人男性に暴行を受け、マイノリ
ティに対するアメリカの残酷さを身にしみて感じる一方、ブロサンは時折出
会う白人女性に対しては善きアメリカの片鱗を感じざるをえない。時には、
命を救ってくれ、時には読書を勧めてくれる白人女性の存在は、まさに彼が
属したいと感じるアメリカを象徴するものだった （Kim 51）。
　ブロサンは、実際には、フィリピンを去るときに中等教育をほぼ終えて
いたということだが （Kim 46）、読書による独習の機会を得られなかったら、
詩人、小説家、ジャーナリストとしてのブロサンは生まれなかったかもしれ
ない。フィリピンの少年時代にであった親切な白人女性の図書館員や、アメ
リカで入院中に本の差し入れをしてくれたアリスとアイリーンの姉妹こそ、
彼が求めたアメリカだった。
　執筆を始めたブロサンは、ようやく自分のやるべき仕事にめぐり合えたか
のように、毎日書き続ける。「私は今は、生きる手段を手にし、それで世界
と戦うことができる。私は過去を恐れなかった。自分から逃げ出すことはも
うしないだろう」（306）。
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Ⅵ．まとめ
　チン、リー、ブロサンの自伝あるいは自伝的作品をみてきたが、3 人に共
通していることは、貧困やその他の理由のため高等教育を受けることはでき
なかったのだが、いずれも非常に向学心が高く、独学や読書、あるいは働き
ながらでも教育を受けようとしたことがわかる。それゆえ、母語ではなかっ
た英語を駆使して個人史を書くことが可能になったのであろう。
　また、アメリカにおけるそれぞれのコミュニティにおいても、通訳、執筆、
教育、労働運動などに関わりながら、それぞれ貢献をしているという点でも
共通している。たとえば、チンは、中国系の新聞に中国語の詩を寄稿する一方、
チャイナタウンの教会で英語の通訳を行ったり、仲間の中国人に英語を教え
たりすることにかかわっている。リーの父親は、引越した先々で、教会があ
れば牧師として韓国系コミュニティのために説教を行っている。また、リー
本人も父親のために教会で通訳を行ったり、人生の最後には新移民たちのた
めに通訳を行ったりしている。ホリスターでは、牧師に請われて子どもたち
のために日曜学校で教えることもしている。ブロサンが、労働組合で重要な
役割を果していたことは言うまでもないが、後には労働者教育を行ったりも
している。
　しかし、彼らの果した役割のうち、もっとも重要なのは、やはりそれぞ
れ、ペーパ ・ーサン、20 世紀初期の韓国系移民、フィリピン系アメリカ人に、
一人称の率直な言葉によって声を与えたことであろう。たとえば、スーチェ
ン・チャンが、リーのナラティブについて、非常に特殊な例であると同時に、
「彼女と同様な環境で生きたほかのアジアの国からの何千人もの女性移民」
（XVI）を代表するような声でもあると述べているように。
注
1.
 本稿は、2008 年 3 月 8 日（土）に早稲田大学で行われたアジア系アメリカ文学研究会 3 月例会（第
82 回）での研究発表に訂正加筆したものである。
2.
 反復されながらずらされていくアジア系移民の受け入れと排斥の歴史については、当時ワシン
トン大学准教授だったMoon-Ho Jung先生のアジア系アメリカ文化の講義のなかで説明を受けた。
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